
若
越
郷
土
研
究

五
十
一
巻
一
号

18 

朝
倉
氏
戦
国
大
名
化
の
過
程
に
お
け
る

「
鞍
谷
殿
」

成
立
の
意
義

松

原

信

之

は
じ
め
に

約
三
O
年
程
前
に
「
鞍
谷
庄
と
鞍
谷
民
」
に
つ
い

て
発
表
し
た
論
稿
も
、
当
時
は
研
究
も
浅
く
十
分
な

論
旨
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

朝
倉
氏
の
戦
国
大
名
化
の
過
程
を
研
究
す
る
中
で
鞍

谷
氏
(
鞍
谷
殿
)
の
存
在
意
義
の
重
要
性
を
認
識
す

る
に
至
っ
た
た
め
、
改
め
て
鞍
谷
氏
に
つ
い
て
稿
を

起
こ
す
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
稿
を
草
す
る
に
当
た

っ
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
朝
倉
孝
景
の
戦
国
大
名
化

の
過
程
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
以
下
で
概
述
し
て
お
き

た
U

朝
倉
孝
景
の
「
戦
国
守
護
」
化
と
斯
波

氏
の
動
向

長
禄
合
戦
を
勝
利
に
導
き
、
守
護
斯
波
氏
・
守
護

代
甲
斐
氏
を
も
凌
駕
し
て
幕
府
内
で
も
強
い
発
言
力

を
保
持
す
る
に
至
り
、
応
仁
の
乱
を
契
機
に
一
国
人

領
主
層
か
ら
一
躍
に
し
て
戦
国
大
名
化
の
道
を
歩
む

こ
と
と
な
っ
た
孝
景
は
、
当
時
す
で
に
衰
亡
期
に
入

っ
て
い
た
室
町
幕
府
守
護
体
制
の
中
で
も
、
幕
府
将

軍
の
権
威
に
依
存
し
た
守
護
職
に
こ
だ
わ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問

題
と
な
っ
た
の
が
、
文
明
三
年
(
一
四
七
一
)
の
孝

景
の
越
前
国
守
護
職
補
任
状
で
、
そ
の
真
偽
は
学
界

で
も
種
々
問
題
と
は
な
っ
た
。
し
か
し
、
越
前
回
守

護
職
補
任
の
御
内
書
と
管
領
副
状
の
二
点
が
、
近

年
、
発
見
さ
れ
た
「
朝
倉
家
記
」
所
載
文
香
の
中
に

収
載
さ
れ
た
八
点
の
支
証
文
書
の
う
ち
に
存
在
し
て

い
て
、
応
仁
・
文
明
の
大
乱
中
に
西
軍
で
活
躍
し
た

孝
景
が
、
東
軍
か
ら
の
勧
誘
で
東
軍
へ
寝
返
る
過
程

で
発
給
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
総
合
的
に
検
証

す
る
と
、
こ
の
二
点
の
み
を
直
ち
に
偽
文
書
と
す
る

に
は
不
自
然
と
な
る
。
た
だ
、
当
時
の
門
閥
斯
波
氏

に
よ
る
伝
統
的
な
越
前
国
守
護
職
世
襲
を
当
然
と
す

る
世
相
か
ら
、
孝
景
の
よ
う
な
身
分
が
一
躍
に
し
て

守
護
に
就
任
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
い
う
前

提
に
左
右
し
て
か
、
孝
景
の
守
護
職
補
任
は
な
お
も

容
認
さ
れ
ず
、
精
々
「
守
護
代
」
格
で
あ
っ
た
と
さ

れ
た
。
従
っ
て
、
御
内
書
に
示
す
「
越
前
田
守
護
職

事
、
任
望
申
之
旨
詑
」
の
趣
旨
を
、
改
め
て
視
点
を

変
え
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

元
来
は
将
軍
足
利
氏
の
上
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

て
い
た
守
護
職
任
命
も
、
当
時
、
す
で
に
管
領
の
細

川
勝
元
の
専
権
に
左
右
さ
れ
、
越
前
守
護
の
斯
波
氏

が
弱
体
化
す
る
中
で
長
禄
=
一
年
(
一
四
五
九
)
の
斯

波
義
敏
の
家
督
罷
免
か
ら
以
後
の
約
八
年
間
に
義
敏

方
と
義
廉
方
と
の
間
で
家
督
は
転
々
と
再
任
改
替
が

繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
越
前
守
護
職
自
体
の

権
威
が
益
々
失
墜
す
る
過
程
で
孝
景
の
越
前
守
護
職

補
任
の
問
題
が
浮
上
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
越
前
の
統
治
能
力
を
失
っ
て
い
た
斯
波
義
敏
を

見
限
っ
て
い
た
勝
元
は
孝
景
の
強
い
要
望
に
期
待
を

掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
密
約
と
し
て
一
代
限

り
の
守
護
職
を
孝
景
に
委
任
さ
せ
た
の
も
、
斯
波
方

の
い
う
勝
元
の
「
策
略
」
で
あ
っ
た
。
孝
景
の
東
軍

へ
の
強
引
な
勧
誘
工
作
に
対
し
、
早
く
か
ら
東
軍
帰

属
を
決
意
し
て
い
た
孝
景
が
二
年
有
余
に
わ
た
っ
て

明
確
な
態
度
を
示
さ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
御

内
書
に
示
さ
れ
て
い
る
「
望
み
申
す
の
旨
」
、
す
な

わ
ち
、
孝
景
が
東
軍
へ
帰
属
す
る
た
め
に
要
求
し
て

い
た
条
件
が
整
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

孝
景
が
密
か
に
要
求
し
て
い
た
第
一
の
条
件
こ
そ
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「
守
護
職
」
に
こ
め
ら
れ
た
守
護
公
権
行
使
の
許
可

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
密
々
の
委
任
状
に
等
し
い
文

面
か
ら
考
察
す
る
と
、
御
教
書
に
よ
る
正
式
な
守
護

職
補
任
状
で
は
な
く
御
内
書
に
よ
る
発
給
で
あ
っ
た

こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
孝
景
が
第
一
に
望
ん
だ
「
守

護
公
権
」
と
は
、
将
軍
家
よ
り
の
半
済
の
実
施
の
許

可
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
東
軍
に
帰
属
し
て
越
前
平

定
に
乗
り
出
し
た
直
後
の
同
四
年
八
月
末
に
実
現

し
、
早
く
も
朝
倉
は
「
守
護
分
」
に
な
っ
た
と
噂
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
守
護
公
権
の
行
使
と
武
力
で
も

っ
て
越
前
を
平
定
し
て
し
ま
っ
た
孝
景
の
主
権
は
、

当
時
す
で
に
上
意
で
も
改
替
で
き
な
い
下
魁
上
の
時

勢
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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斯
波
義
良
・
義
孝
ら
反
朝
倉
陣
営
と
の
対
陣
中
の

文
明
十
三
年
七
月
二
十
六
日
、
孝
景
が
五
十
四
歳
で

亡
く
な
り
、
一
時
、
朝
倉
方
は
危
機
に
直
面
し
た
が
、

嫡
男
氏
景
を
中
心
と
し
た
朝
倉
一
族
の
団
結
に
よ
っ

て
勢
力
を
挽
回
し
て
孝
景
の
死
後
二
か
月
に
し
て
九

月
十
五
日
の
合
戦
で
完
勝
す
る
と
、
反
朝
倉
勢
を
悉

く
国
外
に
追
放
し
て
朝
倉
に
よ
る
国
中
の
厳
重
な
成

敗
の
も
と
以
後
百
年
の
朝
倉
氏
の
基
盤
を
確
立
し

た
。
し
か
し
、
幕
府
は
氏
景
の
実
質
的
な
越
前
支
配

を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
孝
景
の
守

松
原

護
公
権
行
使
の
継
承
は
認
め
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
氏
景
は
、
文
明
十
三
年
七
月

の
孝
景
の
死
の
直
後
の
十
月
に
美
濃
国
守
護
代
の
斎

藤
妙
純
(
利
国
)
の
調
停
に
よ
っ
て
「
斯
波
義
廉
之

息
(
子
息
)
」
を
名
目
的
な
主
人
に
推
戴
し
て
越
前
に

迎
え
入
和
、
氏
景
は
形
式
的
な
守
護
代
に
収
ま
っ
た

が
、
従
来
の
上
意
下
達
と
い
う
室
町
守
護
体
制
は
少

な
く
と
も
越
前
で
は
通
用
せ
ず
、
孝
景
時
代
か
ら
始

ま
っ
て
氏
景
に
も
継
承
さ
れ
た
「
戦
国
守
護
」
と
も

い
う
べ
き
下
達
支
配
は
越
前
で
は
す
で
に
始
ま
っ
て

い
た
。
旧
来
の
制
度
や
因
習
が
崩
壊
す
る
な
か
で
、

従
来
の
名
門
の
守
護
を
世
襲
さ
せ
る
と
い
冶
ユ
至
町
守

護
時
代
は
、
少
な
く
と
も
越
前
で
は
終
罵
を
迎
え
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
旧
越
前
国
守
護
の
斯
波
氏
は
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
明
の

乱
で
東
軍
方
と
西
軍
方
に
分
立
し
た
斯
波
義
敏
と
斯

波
義
廉
の
う
ち
、
大
野
郡
土
橋
城
に
立
て
龍
も
っ
て

孝
景
に
抵
抗
し
た
義
敏
は
、
文
明
七
年
(
一
四
七
五
)

十
二
月
に
土
橋
城
が
落
居
す
る
と
、
孝
景
に
よ
り
京

都
へ
送
致
さ
れ
た
。
一
方
、
斯
波
義
廉
は
応
仁
の
乱

が
終
息
し
始
め
た
文
明
七
年
二
月
、
斯
波
氏
の
守
護

領
国
の
う
ち
最
も
西
軍
勢
力
の
強
い
尾
張
国
へ
下
国

朝
倉
氏
戦
国
大
名
化
の
過
程
に
お
け
る
「
鞍
谷
殿
」
成
立
の
意
義

す
る
が
、
同
十
年
東
軍
の
織
田
敏
定
が
尾
張
へ
入
国

し
た
頃
か
ら
義
廉
の
動
静
は
不
明
と
な
る
。
代
わ
っ

て
、
義
敏
の
子
の
斯
波
義
寛
が
尾
張
へ
入
国
し
て
い

る。

擁
立
さ
れ
た
斯
波
義
康
の
息
「
栄
棟
喝

食
」
(
「
含
蔵
寺
殿
」
)

斯
波
義
廉
は
始
め
山
名
持
豊
の
女
と
婚
約
し
て
い

た
が
、
文
正
元
年
(
一
四
六
六
)
八
月
、
将
軍
足
利

義
政
は
持
豊
を
諭
し
て
、
そ
の
婚
約
を
破
棄
さ
せ
た

と
い
う
(
『
文
正
記
』
)
。
巨
頭
山
名
持
豊
と
斯
波
義

廉
と
の
結
び
つ
き
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
応
仁
か
文
明
初
年
頃
か
、
正
室
か
側
室
か
は

別
と
し
て
孝
景
の
女
(
氏
景
の
姉
)
が
義
廉
へ
入
室

し
た
ら
し
い
。
と
す
れ
ば
、
先
の
「
斯
波
義
廉
之
息

(
子
息
)
」
と
は
氏
景
の
甥
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
よ
う
に
、
義
廉
の
息
が
越
前
に
迎
え
ら
れ

た
の
も
生
母
が
孝
景
の
息
女
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
延
徳
二
年
(
一
四
九
O
)
五
月
、
越
前
に
下
向

し
た
歌
人
正
広
が
、
七
月
二
十
三
日
、
板
倉
備
中
入

道
宗
永
所
で
右
兵
衛
佐
義
廉
の
子
息
「
栄
棟
喝
食
」

と
対
面
し
て
歌
会
を
催
し
て
お
り
、
『
雑
事
記
』
延

徳
三
年
六
月
晦
日
条
に
も
「
渋
川
殿
l
義
廉
|
越
前
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自
己
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
義
廉
息
」
が
在
越
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

応
仁
・
文
明
の
大
乱
以
来
、
六
角
高
頼
に
よ
っ
て

押
領
さ
れ
て
い
た
寺
社
領
・
諸
庄
園
の
回
復
を
望
む

幕
臣
や
公
家
・
寺
社
の
本
所
ら
の
要
求
を
入
れ
て
、

長
享
元
年
(
一
四
八
七
)
八
月
、
将
軍
足
利
義
尚
は

六
角
氏
征
伐
の
た
め
近
江
へ
出
陣
し
た
。
こ
の
時
、

将
軍
の
命
に
応
じ
て
尾
張
か
ら
出
陣
し
た
斯
波
義
寛

は
、
越
前
国
の
「
朝
倉
進
退
」
に
つ
い
て
将
軍
に
訴

え
朝
倉
氏
と
相
論
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
長
事
の
相
論

で
あ
る
。
こ
の
相
論
で
細
川
政
元
が
示
し
た
調
停
案

に
対
し
て
斯
波
義
寛
方
の
守
護
代
の
織
田
敏
定
は
幕

府
に
反
駁
書
を
提
出
、
こ
れ
に
対
し
て
朝
倉
方
も
こ

れ
に
逐
一
反
論
す
る
九
か
条
の
上
申
書
(
朝
倉
光
玖

の
調
書
)
を
幕
府
に
提
出
し
た
が
、
結
果
は
斯
波
方

の
強
い
不
満
を
残
し
な
が
ら
も
一
応
治
定
し
た
。
延

徳
元
年
(
一
四
八
九
)
に
将
軍
義
照
(
義
尚
よ
り
改

名
)
が
死
去
す
る
と
、
次
の
将
軍
足
利
義
材
(
義
植
)

も
、
前
将
軍
の
意
志
を
継
承
し
て
再
び
近
江
出
障
を

強
行
し
た
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
朝
倉
の
越
前
進
退
が

再
ぴ
問
題
と
な
り
、
翌
四
年
二
月
、
近
江
出
陣
が
一

段
落
し
た
後
に
越
前
国
の
進
退
が
再
び
問
題
と
な
っ

た
。
こ
れ
が
延
徳
の
相
論
で
あ
b
o

こ
の
延
徳
の
訴
訟
で
、
幕
府
方
か
ら
朝
倉
氏
に
提

示
さ
れ
た
調
停
案
の
「
武
衛
へ
の
参
仕
」
が
最
大
の

問
題
と
な
っ
た
が
、
斯
波
義
寛
へ
の
参
仕
を
絶
対
に

容
認
で
き
な
い
朝
倉
方
は
、
す
で
に
擁
立
し
て
い
た

斯
波
義
廉
の
息
へ
の
参
仕
を
も
っ
て
条
項
道
守
を
主

張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
諏
訪
神
左
衛
門
代
替

儀
礼
覚
書
」
の
中
に
「
明
応
六
年
(
一
四
九
七
)
十

一
月
廿
六
日
、
か
ん
さ
う
寺
殿
御
ゑ
ほ
し
御
沓
形
に

て
め
さ
れ
候
、
名
御
太
万
に
て
御
礼
可
申
上
白
被
仰

候
て
、
御
礼
申
上
候
人
数
次
第
、
前
波
豊
前
守
・
桜

井
新
左
衛
門
尉
・
神
左
衛
門
尉
・
山
崎
長
門
守
・
小

泉
藤
左
衛
門
尉
・
則
御
つ
ほ
ね
へ
め
さ
れ
御
盃
被

下
、
こ
と
に
御
ふ
く
く
た
さ
れ
候
、
:
:
:
明
応
書
付

者
我
等
祖
父
自
筆
判
形
ニ
候
、
か
ん
さ
う
寺
殿
と
申

ハ
武
衛
之
御
事
候
、
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
「
か
ん

さ
う
寺
殿
」
こ
そ
、
先
の
越
前
在
住
の
斯
波
義
廉
の

息
「
栄
棟
喝
食
」
の
こ
と
で
、
名
目
的
守
護
「
か
ん

さ
う
寺
殿
」
へ
の
参
仕
の
儀
式
、
す
な
わ
ち
、
条
項

に
示
さ
れ
た
「
武
衛
へ
の
参
仕
」
の
条
件
を
示
唆
す

る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
「
か
ん
さ
う
寺
殿
」
の
「
が
ん
ざ
う
寺
」
と

は
、
一
乗
谷
外
の
阿
波
賀
に
存
在
し
た
曹
洞
宗
宏
智

派
の
「
含
蔵
寺
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
こ
こ
が
朝
倉

氏
に
擁
立
さ
れ
た
斯
波
義
廉
の
息
の
屋
形
と
な
っ
た

ら
し
い
。
文
明
十
四
年
間
七
月
三
日
昼
に
「
朝
倉
館

一
乗
大
焼
亡
、
:
:
:
但
屋
形
井
朝
倉
城
ハ
無
為
」
と

あ
る
が
、
「
朝
倉
城
」
は
山
上
に
あ
り
、
「
屋
形
」

は
朝
倉
館
か
ら
遠
く
離
れ
た
阿
波
賀
の
含
蔵
寺
に
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
両
所
と
も
「
一
乗
大
焼
亡
」
か
ら
は

無
事
で
あ
っ
た
。

な
お
、
曹
洞
宗
宏
智
派
は
曹
洞
宗
の
一
派
で
あ
り

な
が
ら
、
臨
済
宗
五
山
派
と
深
く
結
び
付
き
宗
勢
は

一
時
的
で
局
地
的
で
は
あ
っ
た
が
、
越
前
、
特
に
朝

倉
氏
の
保
護
を
受
け
て
隆
盛
と
な
り
、
結
局
、
朝
倉

氏
の
滅
亡
と
と
も
に
衰
滅
し
た
宗
派
で
あ
る
。
宏
智

派
は
初
め
北
条
氏
の
庇
護
を
受
け
て
鎌
倉
諸
五
山
で

発
展
し
た
が
、
北
条
氏
の
滅
亡
後
は
京
都
五
山
を
中

心
に
活
動
を
開
始
し
、
越
前
出
身
の
別
源
円
旨
が
朝

倉
氏
を
檀
越
と
し
て
康
永
元
年
(
一
三
四
二
)
越
前

足
羽
郡
安
居
に
弘
祥
寺
を
創
め
た
こ
と
に
よ
か
越
前

で
も
宏
智
派
布
教
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
そ
の
後
、

別
源
は
五
山
派
の
南
禅
寺
に
迎
え
ら
れ
、
次
い
で
貞

治
三
年
(
一
三
六
四
)
六
月
、
建
仁
寺
に
入
寺
し
て

寺
内
に
洞
春
蓄
を
創
め
る
が
、
別
源
の
法
嗣
、
玉
岡

如
金
も
寺
内
に
新
豊
蓄
を
建
て
る
と
、
両
巷
は
と
も

に
京
都
に
お
け
る
宏
智
派
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
繁
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栄
し
、
同
派
か
ら
諸
五
山
に
登
住
す
る
者
も
続
出
し

た。
長
享
元
年
(
一
四
八
七
)
、
佐
一
源
知
育
が
遊
訪
し

川
川
町か

含
蔵
寺
は
建
仁
寺
洞
春
院
末
寺
で
あ
っ
た
が
朝
倉

の
本
願
檀
那
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
応
仁
の
乱

以
来
、
常
に
朝
倉
を
援
護
す
る
立
場
に
あ
っ
た
ら
し

い
。
延
徳
三
年
の
斯
波
氏
と
朝
倉
氏
と
の
聞
の
越
前

支
配
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
中
で
、
朝
倉
懲
罰
の
こ
と
が

起
こ
る
と
、
朝
倉
氏
と
関
係
の
深
い
含
蔵
寺
も
懲
罰

が
噂
さ
れ
た
が
、
当
時
は
「
公
界
所
」
(
一
種
の
治
外

法
権
の
地
域
)
で
あ
る
か
ら
無
事
だ
と
さ
れ
か
。
従

っ
て
、
斯
波
義
廉
の
息
「
栄
棟
喝
食
」
を
含
蔵
寺
に

入
寺
さ
せ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
「
公
界
所
」
と
い

う
特
殊
な
権
限
を
有
し
た
寺
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

、つノ。

21 

鞍
谷
庄
と
鞍
谷
氏

旧
武
生
市
(
越
前
市
)
の
東
部
、
味
真
野
の
池
泉

町
に
鎮
座
す
る
味
真
野
神
社
は
鞍
谷
氏
が
居
館
し
た

と
さ
れ
る
鞍
谷
館
跡
で
、
現
在
も
境
内
の
一
部
に
往

時
の
館
跡
の
土
塁
の
一
部
を
残
し
て
い
か
。
「
城
蹟

考
」
に
は
「
鞍
谷
館
跡
将
軍
義
持
甥
嗣
俊
代
々
居

時
人
鞍
谷
御
所
ト
称
」
と
あ
る
が
、
鞍
谷
氏
は

四

之

松
原

鞍
谷
庄
の
庄
名
に
由
来
す
る
。
鞍
谷
庄
は
気
比
庄
(
旧

丹
生
郡
朝
日
町
)
・
一
品
勅
旨
田
(
旧
坂
井
郡
丸
岡

町
)
と
と
も
に
平
安
末
期
に
は
八
条
院
領
と
し
て
見

え
、
鎌
倉
末
期
に
は
後
宇
多
院
の
庁
分
に
編
成
さ
れ

た
大
覚
寺
統
の
庄
園
で
あ
っ
た
。
そ
の
庄
域
は
、
正

保
三
年
(
一
六
四
六
)
の
「
越
前
国
知
行
高
之
帳
」

闘

に
記
載
さ
れ
る
「
今
南
東
郡
鞍
谷
村
」
に
相
当
し
、

鞍
谷
川
の
谷
口
に
位
置
す
る
池
泉
村
か
ら
余
川
村
・

檎
尾
谷
村
を
含
め
た
地
域
一
帯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。鞍

谷
氏
は
足
利
義
満
の
子
、
義
嗣
が
上
杉
禅
秀
の

乱
に
連
座
し
て
応
永
二
十
五
年
(
一
四
一
九
)
正
月

に
自
殺
し
、
そ
の
子
の
嗣
俊
が
越
前
に
逃
れ
鞍
谷
に

住
し
た
子
孫
と
い
う
が
、
朝
倉
時
代
の
鞍
谷
氏
と
の

関
連
は
不
明
で
あ
る
。
「
城
蹟
考
」
に
は
池
泉
村
に

「
鞍
谷
館
跡
」
と
「
本
丸
跡
」
の
こ
か
所
に
分
け
て

同

並
記
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
構
規
模
や
位
置
な
ど
か
ら

両
者
は
同
一
の
城
館
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
「
本
丸
跡
」
と
「
斯
波
義
敏
」
居
城
地
と
し
背

後
の
山
を
「
武
衛
山
」
と
称
す
る
こ
と
か
ら
も
斯
波

氏
に
関
係
し
た
城
館
跡
で
あ
る
こ
と
は
事
実
と
し
て

も
、
朝
倉
孝
景
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
斯
波
義
敏
居

城
地
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
当
初
は
朝
倉

朝
倉
氏
戦
国
大
名
化
の
過
程
に
お
け
る
「
鞍
谷
殿
」
成
立
の
意
義

孝
景
が
擁
立
し
た
斯
波
義
廉
の
子
孫
が
「
鞍
谷
殿
」

と
称
さ
れ
、
居
館
し
た
屋
形
を
「
鞍
谷
御
所
」
と
呼

ん
だ
と
推
考
し
た
が
、
現
在
は
、
い
さ
さ
か
論
稿
を

変
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

斯
液
鞍
谷
氏
よ
り
「
鞍
谷
殿
」
ヘ

と
こ
ろ
で
、
越
前
斯
波
氏
に
つ
い
て
は
、
奥
州
斯

波
郡
の
出
自
と
す
る
『
奥
州
余
日
記
蜘
』
に
記
載
さ

れ
る
文
明
初
年
の
書
札
に
「
越
前
ニ
ハ
武
衛
様
御
一

家
、
斯
波
殿
・
仙
北
殿
・
五
条
殿
・
末
野
殿
へ
ハ
謹

上
書
候
」
と
あ
る
が
、
「
武
衛
様
御
一
家
」
を
斯
波

義
廉
(
そ
の
息
「
栄
棟
喝
食
」
)
と
す
れ
ば
、
「
斯

波
殿
」
こ
そ
文
明
六
年
五
月
七
日
付
「
斯
波
政
綿
(
四

同

郎
コ
一
郎
)
神
領
寄
進
状
」
で
「
与
河
郷
之
内
御
神
領

栗
林
」
神
田
を
「
往
古
之
旨
」
に
任
せ
て
安
堵
し
た

同

「
斯
波
四
郎
三
郎
政
綿
」
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
与
河
郷
(
鞍
谷
庄
内
)
は
朝
倉
街
道
と
池
田
・

美
濃
道
(
府
中
よ
り
美
濃
国
へ
)
と
が
交
差
す
る
交

通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
る
が
、
「
斯
波
四
郎
三
郎

政
綿
」
は
守
護
斯
波
氏
時
代
か
ら
の
与
河
郷
代
官
と

制

判
断
さ
れ
る
。

五
延
徳
二
年
(
一
四
九
O
)
三
月
十
五
日
に
次
の
よ

同

う
な
禁
制
を
「
倉
谷
霊
泉
寺
」
に
下
付
さ
れ
て
い
る
。
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禁
制

一
草
木
伐
採
事

一
殺
生
之
事

一
狼
籍
之
事

延
徳
二
年
庚
戊
年

三
月
十
五
日

生

E
E
(査
形
)

j
f
(朱
印
)

倉
谷

霊
泉
寺

「
倉
谷
霊
泉
寺
」
は
池
泉
村
曹
洞
宗
霊
泉
寺
(
村

閏
興
禅
寺
末
寺
)
の
こ
と
で
鞍
谷
氏
の
菩
提
寺
で
あ

同り
、
「
義
俊
」
は
、
「
斯
波
四
郎
コ
一
郎
政
綿
」
の
子

で
、
鞍
谷
に
居
館
を
移
し
て
鞍
谷
氏
を
称
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
鞍
谷
氏
は
池
田
氏
ら
と
と
も
に
遅
く

ま
で
朝
倉
氏
に
対
す
る
抵
抗
勢
力
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
勢
力
を
朝
倉
方
へ
取
り
込
む
べ
く
、

僧
籍
に
あ
っ
て
嗣
子
の
な
い
斯
波
義
廉
の
息
「
栄
棟

喝
食
」
(
含
蔵
寺
殿
)
を
名
目
的
な
守
護
分
と
し
な

が
ら
も
、
「
武
衛
」
の
名
跡
の
み
を
同
族
の
鞍
谷
氏

に
継
承
さ
せ
、

一
定
の
独
自
の
支
配
権
を
認
め
る
こ

「
武
衛
」
家
の
実
名
「
義
俊
」
も
称

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に

と
に
よ
っ
て
、

鞍
谷
氏
は
「
鞍
谷
殿
」
、
屋
形
を
「
鞍
谷
御
所
」
と

尊
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
池
田
氏
な
ど
鞍
谷
近
辺

の
旧
守
護
家
被
官
層
や
国
人
層
も
「
鞍
谷
殿
」
に
従

属
し
て
、
間
接
的
に
朝
倉
氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
は
、
斯
波
義
廉
系
の
代
表
的
な

被
官
の
板
倉
氏
の
随
臣
関
係
に
も
見
ら
れ
る
。
応
仁

三
年
(
一
四
六
八
)
と
推
定
さ
れ
る
三
月
廿
日
付
三

輪
殿
宛
の
「
朝
倉
光
玖
書
状
動
」
に
「
御
屋
形
様
(
斯

波
義
廉
)
」
の
意
を
奉
じ
た
返
状
を
朝
倉
光
玖
に
発

給
し
た
の
は
「
板
倉
大
和
方
」
で
あ
る
が
、

『
晴
富

宿
禰
記
』
文
明
十
一
年
五
月
二
十
七
日
条
に
「
小
原

者
板
倉
被
官
、
板
倉
者
斯
波
義
廉
被
官
」
と
あ
る
よ

う
に
、
板
倉
氏
は
斯
波
義
廉
の
根
本
の
随
臣
で
あ
っ

た
。
先
に
も
述
べ
た
「
松
下
集
」
で
も
板
倉
備
中
入

道
宗
永
が
「
義
廉
息
」
と
と
も
に
越
前
に
在
住
し
て

る
が
、
「
武
衛
」
の
名
跡
継
承
と
と
も
に
板
倉
氏
も

鞍
谷
氏
へ
転
身
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
「
大
滝
寺

岡

寺
庫
収
納
回
数
帳
」
の
末
尾
に
元
亀
元
年
(
一
五
七

O
)
頃
と
推
定
さ
れ
る
「
巻
数
之
事
歳
暮
分
」
と
し

て
送
給
さ
れ
た
「
巻
数
」
の
宛
先
名
に
「
鞍
谷
殿
」

と
と
も
に
「
板
倉
式
部
殿
」
が
見
え
る
こ
と
な
ど
か

ら
も
知
ら
れ
る
。

「
鞍
谷
殿
」
に
関
す
る
初
出
史
料
は
文
亀
元
年
(
一

¥ 

五
O

二
四
月
廿
九
日
付
「
府
中
奉
行
人
連
署
蜘
」

で
、
「
鞍
谷
殿
」
知
行
所
と
さ
れ
る
府
中
西
隣
の

「
太
田
保
内
け
い
け
ん
院
領
弁
名
河
分
事
」
に
つ
い

て
鳥
居
与
一
方
と
訴
訟
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鞍

谷
庄
に
東
隣
す
る
池
田
庄
の
土
豪
の
池
田
氏
を
検
証

す
る
中
で
、
池
田
氏
と
鞍
谷
殿
と
の
関
係
も
明
ら
か

酬

と
な
っ
た
。
池
田
氏
は
池
田
庄
の
土
豪
と
し
て
歴
代

の
官
途
(
通
称
)
を
「
勘
解
由
左
衛
門
尉
」
を
世
襲

す
る
府
中
在
住
の
守
護
代
々
の
一
人
で
あ
っ
た
か

ら
、
朝
倉
孝
景
の
越
前
平
定
に
も
服
従
せ
ず
、
や
が

て
「
鞍
谷
殿
」
と
主
従
関
係
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
池
田
町
月
ヶ
瀬
の
上
島
孝
治
家
文
書
の
池

田
氏
関
係
文
書
の
中
に
伝
来
す
る
月
ケ
瀬
・
常
安
両

村
持
ち
の
薬
師
・
白
山
両
堂
に
対
す
る
三
点
の
寄
進

状
・
安
堵
状
に
は
袖
花
押
・
裏
花
押
を
署
判
し
た
同

一
人
物
が
確
認
さ
れ
る
が
、
花
押
か
ら
判
断
し
て
朝

倉
氏
発
給
の
文
書
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
代
々
両

村
の
地
下
預
か
り
で
あ
っ
た
永
禄
九
年
(
一
五
六

六
)
の
「
地
下
証
文
預
状
」
に
「
三
つ
う
御
上
様
之

池
田
殿
」
な
ど
と
記
載
さ
れ

御
判
」

「一二つ、っ

る
冒
頭
の
「
三
?
っ

御
上
様
之
御
判
」
の
証
文
こ

そ
、
袖
花
押
を
署
判
す
る
=
一
点
の
安
堵
状
・
下
知
状

を
指
し
、
袖
花
押
を
署
判
で
き
る
よ
う
な
人
物
は
一
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般
に
身
分
が
高
く
、
将
軍
家
か
少
な
く
と
も
守
護
家

格
以
上
の
人
物
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
「
御

上
様
」
と
は
、
池
田
氏
よ
り
も
上
級
の
支
配
者
、
恐

ら
く
「
鞍
谷
殿
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
文
十
九
年

(
一
五
五
O
)
二
月
廿
八
日
付
「
稲
荷
大
明
神
年
中

行
事
次
和
」
の
一
節
に
コ
こ
せ
つ
く
小
守
、
く
ら

谷
殿
、
池
田
殿
両
よ
り
御
下
行
」
と
あ
り
、
ま
た
、

文
亀
元
年
(
一
五
O
一
)
霜
月
十
三
日
付
の
日
野
宮

大
明
神
へ
の
「
山
林
寄
進
蜘
」
に
も
「
北
者
土
居
お

さ
か
い
、
く
ら
谷
殿
御
地
行
分
也
」
と
あ
り
、
池
田

庄
内
に
は
鞍
谷
氏
の
知
行
所
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら

れ
、
朝
倉
時
代
前
期
に
は
鞍
谷
氏
の
支
配
権
が
池
田

庄
に
も
及
ん
だ
が
、
後
に
「
鞍
谷
殿
」
が
朝
倉
氏
被

官
化
と
と
も
に
、
池
田
氏
も
朝
倉
氏
に
服
従
し
て
い

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
佐
藤
圭
氏
は
「
鞍
谷
氏
」
に

同

つ
い
て
新
し
い
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。
『
上
杉
文
書
』

(
『
大
日
本
古
文
書
」
)
の
中
に
伝
来
す
る
こ
点
の

「
斯
波
新
コ
一
郎
政
綿
書
状
」
の
原
本
を
検
証
し
た
結

果
、
こ
の
「
斯
波
新
=
一
郎
政
綿
」
の
花
押
と
、
先
の

23 

上
島
孝
治
文
書
の
「
鞍
谷
氏
」
な
る
人
物
の
袖
花
押

と
一
致
す
る
こ
と
を
発
見
し
、
「
斯
波
新
三
郎
政

綿
」
を
「
鞍
火
口
氏
」
と
判
断
さ
れ
た
。
と
す
れ
ば
、

松
原

時
期
的
に
推
考
し
て
斯
波
義
俊
の
子
で
「
斯
波
四
郎

三
郎
政
綿
」
の
孫
で
あ
ろ
う
か
。
新
三
郎
政
綿
は
祖

父
の
四
郎
三
郎
政
綿
の
実
名
を
襲
名
し
た
こ
と
に
な

る
。
以
後
、
こ
の
「
鞍
谷
氏
」
の
確
実
な
史
料
は
確

認
さ
れ
な
い
。

六
.
朝
倉
氏
の
被
官
化
し
た
鞍
谷
氏

な
お
、
壬
生
本
「
朝
倉
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
朝
倉

貞
景
の
四
女
が
「
戴
中
女
脚
」
と
あ
り
、
鞍
谷
氏
の

内
室
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
朝
倉
義
景
の
側
室
に

は
「
鞍
谷
氏
ノ
類
葉
」
小
宰
相
局
を
迎
え
て
嫡
男
の

同

阿
君
を
生
ん
で
い
る
か
ら
、
朝
倉
氏
と
の
婚
姻
関
係

か
ら
朝
倉
後
期
に
な
る
と
鞍
谷
氏
も
朝
倉
氏
と
臣
従

関
係
を
結
ば
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
朝
倉
宗
滴
が
総
大
将
と
な
り
天
文
二
十
四
年

(
一
五
五
五
)
に
加
州
へ
出
兵
す
る
と
鞍
谷
氏
も
こ

倒

れ
に
従
軍
し
て
い
る
が
、
朝
倉
義
景
滅
亡
後
も
鞍
谷

氏
は
存
続
し
、
天
正
十
年
卯
月
十
四
日
付
・
同
年
六

月
五
日
付
の
鞍
谷
民
部
少
輔
・
諏
方
一
二
郎
兵
衛
尉
宛

二
通
の
「
佐
々
成
政
書
状
」
の
伝
来
か
ら
、
鞍
谷
氏

闘

は
佐
々
成
政
の
家
臣
に
転
身
し
た
ら
し
い
。

朝
倉
氏
戦
国
大
名
化
の
過
程
に
お
け
る
「
鞍
谷
殿
」
成
立
の
意
義

注
記

)
 

l
 

(
 

松
原
信
之
「
朝
倉
雑
録
」
(
『
福
井
県
地
域
史
研
究
』

8
号

一
九
七
八
年
)

「
朝
倉
孝
景
の
戦
国
大
名
化
(
戦
国
守
護
化
)
の
過
程

に
つ
い
て
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と

と
し
た
い
。

『
福
井
市
史
』
資
料
編
2

古
代
・
中
世
に
収
載
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
三
年
九
月
三
十
四
日

条。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
三
年
十
一
月
四
日
条

に
「
屋
形
治
部
大
輔
義
廉
息
ハ
十
日
可
入
国
云
々
」
と

あ
る
。

『
宗
滴
夜
話
』
の
追
補
記
事
に
孝
景
の
子
女
に
「
上
様

倉
谷
殿
」
と
あ
る
が
、
「
上
様
」
と
は
女
子
を
指
し
、

「
倉
谷
殿
」
と
は
、
今
立
郡
鞍
谷
庄
に
居
住
し
て
「
鞍

谷
御
所
」
と
尊
称
さ
れ
た
斯
波
義
廉
の
系
譜
を
引
く
鞍

谷
氏
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
「
倉
谷
殿
」
に
嫁
し

た
「
上
様
」
が
氏
景
の
姉
と
す
れ
ば
、
「
倉
谷
殿
」
と

は
、
そ
の
年
齢
か
ら
推
算
し
て
越
前
鞍
谷
氏
の
始
祖
の

父
と
な
る
越
前
回
守
護
斯
波
義
廉
と
勘
考
さ
れ
る
。
松

原
信
之
「
朝
倉
氏
女
系
譜
」
(
『
福
井
県
史
研
究
』
第
ロ

号
県
史
編
さ
ん
室
平
成
6
年
3
月
参
照
。

「
松
下
集
」
(
『
福
井
市
史
』
資
料
2
、
中
世
編
年
史
料

五
九
七
号
)
。

松
原
信
之
「
朝
倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主

権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て
」
(
『
若
越
郷
土
研
究
』
二

一
の
六
昭
和
五
一
年
一
一
一
月
)

「
諏
訪
公
一
家
文
書
L

(

『
福
井
県
史
』
資
料
編
3
)

「
大
乗
院
寺
社
雑
寺
記
』
文
明
十
四
年
間
七
月
十
三
日

条
「
洞
春
巷
別
源
禅
師
定
光
塔
銘
」
『
五
山
文
学
新
集
』

4

巻
所
収
)

「
寓
含
蔵
寺
次
竺
源
老
人
前
」
(
「
幻
雲
詩
藁
第
一
一
」
「
続

群
書
類
従
』
日
輯
上
)

『
蔭
涼
軒
目
録
』
延
徳
三
年
十
月
三
十
六
日
条
。

(2) (4) (3) (5) (6) (7) (8) (10) (9) (11) (12) (13) 
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若
越
郷
土
研
究

五
十
一
巻
一
号

(14) 

昭
和
初
年
に
詳
細
に
調
査
さ
れ
た
『
福
井
県
史
跡
勝
地

調
査
報
告
』
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
中
世
戦
国
期
の
最

も
典
型
的
な
城
館
形
式
と
伝
え
て
い
る
。
上
回
三
平
著

『
越
前
及
若
狭
地
方
の
史
蹟
』
参
照
。

八
条
院
と
は
鳥
羽
天
皇
の
皇
女
で
母
は
美
福
門
院
藤
原

得
子
、
後
に
二
条
天
皇
の
准
母
の
儀
を
も
っ
て
「
八
条

院
」
の
院
号
が
宣
下
さ
れ
た
。
父
母
の
死
後
、
「
八
条

院
」
に
莫
大
な
所
領
が
譲
ら
れ
「
八
条
院
領
」
と
称
さ

れ
、
女
院
の
没
後
、
遺
領
の
大
部
分
は
同
内
親
王
に
伝

え
ら
れ
た
。
鎌
倉
末
期
の
「
昭
慶
門
院
(
後
宇
多
天
皇

皇
女
)
御
領
目
録
」
(
「
竹
内
文
平
氏
所
蔵
文
書
」
「
福
井

県
史
』
資
料
編
2
)
に
「
庁
分
」
と
し
て
「
鞍
谷
」
が

見
え
る
。

鞍
谷
館
跡
は
池
泉
村
に
あ
る
か
ら
、
「
今
南
東
郡
鞍
谷

村
」
と
池
泉
村
に
挟
ま
れ
た
余
川
村
・
槍
尾
谷
村
も
旧

鞍
谷
庄
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
今
南
東

郡
鞍
谷
村
」
は
元
禄
十
三
年
(
一
七
O
O
)
の
「
郷
帳
」

か
ら
は
入
谷
村
・
中
居
村
・
蓑
脇
村
の
三
か
村
に
分
村

1
レ
れ
~
。

江
戸
期
に
一
般
に
流
布
し
て
い
た
「
鞍
谷
氏
系
図
」

『
越
前
回
城
蹟
考
』
(
杉
原
・
松
原
共
編
『
越
前
若
狭
地

誌
叢
書
』
上
巻
所
収
。
「
城
蹟
考
」
と
略
記
す
)
に
は
、

「
鞍
谷
館
跡
将
軍
義
持
甥
嗣
俊
代
々
居
之
、
時
ニ
人
、

鞍
谷
御
所
ト
称
ス
、
池
泉
村
ヨ
リ
南
方
在
」
・
本
丸
跡

斯
波
義
敏
池
泉
村
ヨ
リ
巽
方
村
際
、
右
武
衛
山
之

楽
、
東
西
九
十
間
余
、
南
北
六
十
問
、
高
一
丈
計
之
所
、

四
方
幅
三
間
計
堀
土
居
、
其
外
大
手
口
裏
門
口
之
形
有

之
」
と
こ
か
所
に
分
け
て
記
載
し
て
い
る
。

前
出
の
注
川
〔
「
朝
倉
雑
録
」
O
鞍
谷
庄
と
鞍
谷
氏
〕

(
「
福
井
県
地
域
史
研
究
』

8
号
)
参
照

『
続
々
群
書
類
従
』
所
載
「
余
目
氏
旧
記
』

「
仙
北
殿
・
五
条
殿
・
末
野
殿
」
の
う
ち
、
「
仙
北
殿
」

は
府
中
の
西
南
に
隣
接
す
る
千
福
村
(
旧
武
生
市
)
に

土
着
し
た
千
福
氏
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
「
大
滝
寺
寺
庫

収
納
回
数
帳
」
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
る
「
巻
数
之
事
歳

(15) (16) 同 (1カ(1め(2)> (20) 

。功

暮
分
」
の
送
付
先
の
う
ち
「
朝
倉
殿
」
・
「
鞍
谷
殿
」

「
千
福
殿
」
の
三
人
に
対
し
て
だ
け
は
最
も
丁
重
な

箱
巻
数
を
進
上
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
別
の
家
格
を

誇
っ
た
斯
波
氏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

「
末
野
殿
」
と
は
、
丹
生
郡
末
野
谷
に
土
着
し
た
斯

波
氏
の
一
族
の
立
神
氏
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
「
城
蹟

考
」
に
丹
生
郡
末
野
谷
寺
村
(
旧
宮
崎
村
)
に
立
髪
兵

庫
頭
や
兵
庫
家
来
の
細
川
武
兵
衛
屋
敷
跡
、
同
郡
末
野

谷
上
野
村
に
兵
庫
頭
弟
立
髪
権
之
助
屋
敷
跡
が
記
載
さ

れ
る
の
が
立
神
氏
一
族
で
あ
ろ
う
。

「
大
滝
神
社
文
書
」
一
・
二
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編

6
)
 

「
斯
波
政
綿
」
に
つ
い
て
は
、
「
親
元
日
記
』
寛
正
六

年
(
一
四
六
五
)
一
二
月
一
一
十
八
日
条
に
よ
り
「
斯
波
四

郎
三
郎
政
綿
」
と
知
ら
れ
る
。

「
大
滝
神
社
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
6
)
の
九

号
「
大
滝
寺
寺
庫
収
納
回
数
帳
」
の
末
尾
に
「
巻
数
之

事
歳
暮
分
」
と
し
て
「
巻
数
」
を
送
付
し
た
宛
先
名
の

中
に
「
和
田
宗
右
衛
門
尉
殿
与
川
代
官
」
が
あ
り
、

朝
倉
時
代
に
は
確
実
に
与
川
代
官
が
配
置
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

越
前
市
池
泉
町
霊
泉
寺
蔵
。

「
越
前
国
名
蹟
考
』
「
文
安
二
年
(
一
四
四
五
)
乙
末
、

春
屋
開
基
。
斯
波
義
俊
菩
提
所
。
影
像
位
牌
判
物
有
之
。

義
俊
法
名
霊
泉
院
殿
隣
渓
舜
徳
大
居
士
と
号
す
。
寺
院

縁
起
」

(
応
仁
二
年
)
一
一
一
月
二
十
日
付
「
朝
倉
光
玖
書
状
案
」
(
「
醍

醐
寺
文
書
」
『
福
井
県
史
』
資
料
編
2
)

「
大
滝
神
社
文
書
」
九
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
6
)

「
鳥
居
家
文
書
」
(
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
所
蔵
)
、

佐
藤
圭
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
」
一
九
九

八
年
参
照
。

「
池
田
氏
」
に
つ
い
て
は
、
松
原
信
之
「
越
前
池
田
庄

と
池
田
氏
」
(
『
福
井
県
地
域
研
究
』
第
日
号
平
成
元

年
)
参
照
。

白3)倒申6)(25) (21) 申9)(2司。。

(34) (3功。功。。

「
上
島
孝
治
家
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
6
)

「
須
波
阿
須
疑
神
社
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
6
)

「
日
野
宮
神
社
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
6
)

佐
藤
圭
「
戦
国
期
の
越
前
斯
波
氏
に
つ
い
て
」
上
・
下

(
『
若
越
郷
土
研
究
』
必
の

4
・
5
)

心
月
寺
本
「
朝
倉
系
図
」
で
は
「
鞍
谷
形
部
大
輔
副
知

妻
女
」
と
あ
る
。

小
宰
相
の
局
は
、
水
禄
四
年
(
一
五
六
二
三
月
に
死
没

し
、
嫡
男
阿
君
も
同
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
毒
殺
さ

れ
た
ら
し
い
。

思
想
本
『
始
末
記
』
で
は
「
加
州
出
兵
大
将
ハ
敷
地

山
、
蔵
谷
衆
ハ
大
聖
寺
」
、
市
史
本
『
始
末
記
』
で
は
「
加

州
出
兵
蔵
谷
刑
部
大
輔
晴
政
」
と
あ
る
。

「
佐
野
て
る
子
家
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
3
)

(35) 。。思1;。司
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